
質問１～１１　「主に学校・教職員について」の問から
●質問１～１０については約８割の保護者が肯定的な回答をしているが，質問５から，「わか
る授業」の工夫など学習指導の改善と併せて，その取組についての周知方法について検討する
必要がある。
●質問１１から，重点目標の周知について検討する必要がある。

質問１２～１８　「主に保護者自身のことについて」の問から
●質問１２，質問１３から約６割の保護者が，授業参観やPTA行事に参加していることが分か
る。
●質問１４，質問１５，質問１６，質問１７から，約８割の保護者が家庭において，家庭学習
の声がけ，ルールの大切さについて，よく話をしていることが分かる。また約９割の保護者が
自分の子どもの交友関係を把握し，毎日子どもと会話をしていることが分かる。
●メディアの利用方法については，約７割の保護者がルールを決めていると回答しているが，
今後も継続して，テレビ等の視聴時間やSNSの安全な利用について啓蒙していく必要がある。

◆これらの結果を，皆様からいただいたご意見を含め，今後の学校教育活動に反映させて
いただきます。ご協力ありがとうございました。
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1.学校はいじめや暴力のない学校づくりのために取組を

行っている 

2.学校は学校だより，ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ，ﾒｰﾙ配信などで情報を

提供している 

3.学校は参観する機会を適切に設けている 

4.教職員は生徒の話を聞いたり悩みに対応している 

5.教職員は授業の工夫をしている 

6.教職員は家庭学習の課題を出している 

7.教職員は交通ﾙｰﾙや学校生活の約束の大切さを教え

ている 

8.教職員の言動や服装等は適切である 

9.教職員は授業や部活動のけがなどに適切に対応して

いる 

10.教職員は防災，防犯の指導をしている 

11.西山中の協働型重点目標が「豊かな心の育成」であ

ることを知っている 

12.授業参観や学校行事に参加するようにしている 

13.PTA活動に協力している 

14.家庭学習への声がけを行っている 

15.交通ﾙｰﾙや学校の約束などの大切さを話している 

16.子どもの交友関係を把握している 

17.毎日子どもと会話している 

18.家庭ではスマホやテレビの利用などメディアの利用

についてルールを決めている 

よく当てはまる だいたい当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない よくわからない 
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